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１１ＧＧ００８８  

ススタターートトアアッッププ企企業業 CCUUBBEE  EEAARRCCHH ににつついいてて  
  

◯◯武武田田全全史史((CCUUBBEE  EEAARRCCHH  CCEEOO))  

ttaakkeeddaa@@ccuubbeeeeaarrtthh..jjpp  

  

11.. ははじじめめにに  

CCuubbee  EEaarrtthh はは空空間間 IIDD 発発行行技技術術でですす。。地地球球表表面面をを正正六六面面体体((33DD))ももししくくはは正正方方形形((22DD))でで分分割割((メメッッシシュュ化化))
しし、、各各領領域域にに識識別別子子ととししてて IIDD((空空間間ののアアドドレレスス))をを付付加加すするる技技術術でですす。。地地球球はは楕楕円円体体ででああるるがが、、数数学学的的なな
補補正正をを行行ううここととでで平平面面、、正正立立方方体体にに分分割割ししてて扱扱ううここととががででききるるよよううににななりりまますす。。緯緯度度・・経経度度・・高高度度のの１１
点点のの座座標標をを指指定定すするる正正六六面面体体ままたたはは正正方方形形をを表表現現すするる空空間間 IIDD をを生生成成ししまますす。。地地球球表表面面はは広広大大でであありり、、
空空間間 IIDD はは膨膨大大なな数数ににななるるたためめ、、アアドドレレススををデデーータタベベーーススにに登登録録ししてて必必要要にに応応じじてて検検索索ししアアドドレレススをを提提
供供すするる方方式式のの場場合合、、膨膨大大ななデデーータタスストトレレーージジ量量とと検検索索にに時時間間ががかかかかりりまますすがが、、当当技技術術でではは数数理理演演算算でで空空
間間 IIDD をを算算出出ししてて作作成成すするるここととでで、、利利便便性性がが確確立立さされれ、、現現実実ののシシスステテムムととししてて運運用用がが可可能能ととななりりまますす。。  
  

２２．．CCuubbee  EEaarrtthh 社社ののココアア技技術術「「空空間間ＩＩＤＤ」」のの特特徴徴ととそそのの作作りり方方  
22..11  CCuubbee  EEaarrtthh のの理理念念、、ココアア技技術術、、空空間間 IIDD のの特特徴 

Cube Earth 社の理念 

 Beyond5G がむかう近未来において、3D 空間アドレス付与技術 Cube Earth はフィジィカル空間（現
実空間）とサイバー空間（仮想空間）を融合し、地球全体のデータをマネージできるプラットフォーム
として、データ駆動型社会を牽引していく産業基盤となること目
標として邁進している。 
これらは国連開発計画（UNDP）の SDGs17 の目標の一つ 

「9.産業と技術革新の基盤をつくろう」に対応している。 

コア技術 

Cube Earth は、地球表面を同同じじ大大ききささの正六面体(3D)・正方形(2D)で分割(メッシュ化)し、各領域
に識別子として空間 ID※を付加する技術である。地球は楕円体であるが、数学的な補正を行うことで緯 
※空間 ID とは特定の場所や空間を識別するために文字列や文

字列の形式で表現し、情報技術やデジタルマッピング、ロケー

ションサービス、ロケーションマーケテティングなどのアプリ

ケーションに応用されている。また、任意の位置情報を含むデ

ータは空間 ID を使用することで共通化した ID で管理するこ

とが可能になり、この仕組みを応用して以下に示すようなデー

タ連携基盤を作成することが可能となる。 

図図  11：：「「99..産産業業とと技技術術革革新新のの基基盤盤ををつつくくろろうう」」  

図図  22：：2200mm メメッッシシュュでで地地形形デデーータタをを記記述述例例  
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度に関わらず同じ大きさの平面、正立方体に分割して扱うことができるようになる。 

Cube Earth の空間 ID の特徴 

1. 地球表面を同じ正方形、正六面体に分割し
て、空間 ID を付与する技術。 

2. 経度方向に地球を一周して正方形、正六面
体を敷き詰めても隙間がない。 

3. 正方形、正六面体の１辺の大きさは１～500m
で可変にできる。 

4. 現在のサポートエリアは南緯北緯 89 度、高度-約 16,000m～約 16,000m 
5. 1m 正方形で分割した場合、約 600 兆（10^12)個のアドレスとなる 
6. 1m 正六面体で分割した場合、約 15 垓（10^20)個のアドレスとなる。 
 
2.2 Cube Earth 方式の空間 ID の作り方(2D)(3D) 

Cube Earth 方式の空間 ID の作り方(2D) 

 地球表面を正方形で分割（メッシュ化）し、各領域に識別子として ID（空間のアドレス）を付加する
技術を用いて、空間 ID の発行を行う。地球は楕円体であるので、同じ大きさの正方形を置いていくと、
重複部分が発生してしまい隙間なく敷き詰めることができないが、図 4、図 5 のように数学的な補正を
行うことで隙間なく正方形で埋めることができるようになる。 

Cube Earth 方式の空間 ID の作り方(3D) 

Cube Earth(3D)の利用範囲は図６のように地球の半径の約 1/2000 であり、この範囲では地球の球面を
無視して、正六面体を地表面に積み上げても測定誤差の範囲に収まる。 
※2km の長さに対して Cube Earth の利用範囲は約 1m と同等。 

図図  33：：緯緯度度経経度度（（高高度度））情情報報かからら空空間間 IIDD をを発発行行  

図図  44：：経経度度方方向向のの敷敷きき詰詰めめ補補正正処処理理  図図  55：：空空間間 IIDD 発発行行処処理理  
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図図  66：：高高度度方方向向のの空空間間 IIDD 発発行行にに関関すするる考考察察  

※特許 6817504（PTC 化済み） 
 
３３．．CCuubbee  EEaarrtthh のの必必要要性性、、有有用用性性、、実実績績・・応応用用、、ドドロローーンン航航行行  
33..11  空空間間 IIDD のの必必要要性性、、優優位位性性とと応応用用  

空間 ID が必要とされる理由 

空間情報の管理と空間定義に関する統一的な基
準、システム・データを繋ぐ汎用的な連携基盤が存
在しないことが現状の課題と認識され、過去のシス
テムやデータが存在し、位置データは緯度経度デー
タで計測誤差やデータ点が無限に取れることから
集計やデータ連携・統合が難しく、また、部門間、
システム間のデータ・フォーマット、位置情報の誤
差により連携が難しい現状を解消するため空
間 ID を導入することを目指す。 

本空間 ID の優位性と応用について 

本空間 ID 発行技術は競合すると比べて下記のような優位性がある。 
① メッシュ化が正方形（正六面体）である 
② グローバル対応独自保有技術であるので、フレキシブルな対応が可能 
③ 3D 対応により GIS 情報をアドレス化することがで、 

(ア) IoT 機器の管理、データ集計、連結 
(イ) 点情報を集約、統計処理、AI 処理しやすくなる 
(ウ) ジオフェンシング(出入の確認)が可能になる 
(エ) サイバー空間とフィジカル空間の融合が可能となり、結果的にデータ駆動社会の実現へ近

づくこととなる。 

図図  77：：「「個個別別最最適適かからら全全体体最最適適へへ」」  

国土交通省 スマートシティの 実現に向けて（中間とりまとめ）より 
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ロールモデルとして、新たな観光アプリ、MaaS への導入、ドローンへの導入等がある。 

 
図図  88：：空空間間 IIDD ののロローールルモモデデルル  

ユースケースとしては、ドローン運行管理、地図・GIS、地下埋設物管理の応用などへの応用がある。 

 
図図  99：：空空間間 IIDD ユユーーススケケーースス  

  
  
33..22  CCuubbee  EEaarrtthh のの実実績績・・応応用用  

Cube Earth の実績・応用 

1. 大阪府大東市防災システム 
住基データ/ 福祉台帳情報の組み合わせによる避
難行動要支援者の安否確認の優先順位の決定に利
用されている。 
 

2. ambula map(アンブラ・マップ) 
イラストマップや古地図など紙の地図と GPS を
連動して位置情報を正しく機能させるマップ・アプリ「ambula map(アンブラ・マップ)」として
利用されている。 

 
図図  1111：：aammbbuullaa  mmaapp 概概念念図図  

３次元空間情報基盤アーキテクチャの検討 報告書より（2022/7 DADC) 

図図  1100：：大大東東市市防防災災シシスステテムム  

ambula map web サイト： https://ambula.jp/map/  

再生古地図 web サイト： https://twm.ambula.jp/ 
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3. ドローン航行への応用 

「「  ドドロローーンンココリリドドーーのの基基盤盤デデーータタととししてて」」  
・ドローンの航行可能の空間アドレスをピックアップや、速度制限などの情報を付加すること
でドローン航行用のハイウェイを作ることができる。 
・自律飛行レベル 4 の場合、4G/5G の電波到達域を空間アドレスで記述することができるの
で、安定飛行を保証できる範囲等を可視化、航路設計に応用できる。 
・ドローンの制御プログラムや UTM に空間アドレスと紐づく属性を利用することで、安定飛
行や航行制限、安全保証をすることができる。 
 
「「デデーータタ連連携携にによよるる外外部部デデーータタのの取取りり込込みみ」」  
・外外部データの指定座標と空間アドレスと当たり判定を行うことで、任意の外部データを取
り込んでドローン航行に応用が可能となる。 
・空間アドレスと気象データにより、航行に適した条件での航行経路を保証することができる。 
・空間アドレスと PLATEAU の建物情報を取り込み、航行不可能領域として規定することで構
造物を回避した航路設計が行えるようになります。 
・河川、公海、公園などの地理データを取り込み、特定の属性範囲の地形選択を行うことで航
行することが可能となる。 
「航行ルートの自動作成」 前述の航行可能・不可領域 / 気象データ・地形データなどを取り
込み、隣接している領域でネットワークを構築すると、最短経路問題を解くことができるよう
になり、地形、構造物を考慮した航行ルートを自動作成することが可能となる。 
気象データ、地形データを元に指定領域に航行の優先順位をパラメータとして設定すると、優
先順位を考慮した航行ルートを自動作成することが可能となる。 

 
参考:http://qiao.github.io/PathFinding.js/visual/ 

 
 

図図  1133：：メメッッシシュュ化化デデーータタをを使使っったた  
航航行行ルルーートト自自動動生生成成例例  

図図  1122：：航航行行ルルーートト生生成成フフロローー  

※簡略化のために2Dで表現  
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「「複複数数ののドドロローーンンのの衝衝突突防防止止」」  
ドローン航行ルート決定時に、近くを飛行予定のドローンの航行ルートの空間アドレスを共

有することにより、狭い領域で衝突を防止して、複数のドローンを航行させることができる。 

 
図図  1144：：ドドロローーンンのの衝衝突突防防止止概概念念図図  

４４．．おおわわりりにに  

CCuubbee  EEaarrtthh 社社ののココアア技技術術「「空空間間ＩＩＤＤ」」のの特特徴徴ととそそのの作作りり方方、、CCuubbee  EEaarrtthh のの必必要要性性、、有有用用性性、、実実績績・・応応
用用、、ドドロローーンン航航行行ににつついいてて詳詳ししくく説説明明ししたた。。今今後後のの活活動動のの重重点点はは以以下下のの通通りりででああるる。。  
1. データ連携基盤の試作・構築 

都市基盤データを空間 ID によりメッシュ化して、空間解析を行う汎用モジュールを作成する。デ
ータの選択、適用範囲、条件を設定することで都市課題の分析やローカルエリアに対応したアプリ
ケーションの作成が可能となる。汎用的に使用できるデータ連携基盤の開発は都市 OS を稼働させ
るために必要なモジュールであり、その試作と構築を考えている。 

2. 防災システムのデータ連携範囲の拡充 
 大東市での防災システムのデータ連携は住基データ/ 福祉台帳情報の組み合わせであったが、風
水害時に単位時間の雨量の累積量、河川の水位と組み合わせて避難指示や注意喚起の自動化が可能
となる。これは河川水位が危険に達した場合、対応するエリアに避難指示や注意喚起をすることで
避難遅れなどを防ぐことが想定される。その他、防災分野でのデータの組み合わせを考え、防災シ
ステムにおけるデータ連携範囲の拡充を勧めていく。 

3. ドローン関係システムとの連携 
空間 ID をドローンへの応用のコンセプトを実際に適用し、無人航空機レベル 4 に対応できるよ

うにドローン関係のシステムとの連携を図る。ドローンメーカー、ドローン関係メーカーへとの協
業を行い、実用化に努める。  

4. ユースケースのピックアップ・実証等に、力を入れる。 
 空間 ID の利用においてボクセルモデルを使用したシミュレーションなどの汎用化 
 空間 ID の範囲を対象としたジオフェンシングを用いた広告モデルの確立 
 地下埋設物の記述 
 などユースケースをピックアップし、継続的な実証を行う。 

    

※簡略化のために2Dで表現  
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